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44 今月の主な内容今月の主な内容
● 令和８年度（2026年度）中川村の予算　P ２● 令和８年度（2026年度）中川村の予算　P ２
● 飯田まちづくり電力株式会社と包括連携協定を締結　P ３● 飯田まちづくり電力株式会社と包括連携協定を締結　P ３
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令和８年度（2026年度） 中川村の予算
  

予
算
概
要

⑴
一
般
会
計

　

編
成
方
針　

　

将
来
の
大
型
事
業
な
ど
に
備
え
た
歳
出

抑
制
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
総
合
計
画

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
た
事
業
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
な
ど
直
面

す
る
課
題
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
結
果
、

こ
れ
ま
で
の
当
初
予
算
の
規
模
と
し
て
は

過
去
最
大（
４
年
連
続
）と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容　

　

新
た
な
義
務
教
育
学
校
の
基
本
設
計
に

向
け
た
事
業
お
よ
び
現
校
舎
の
調
査
の
ほ

か
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
継
続
の
村
道
改

良
事
業
や
リ
ニ
ア
発
生
土
を
活
用
し
た
小

和
田
地
籍
の
土
地
改
良
事
業
、
中
川
文
化

セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
空
調
設
備
更
新
事

業
な
ど
を
計
上
し
、前
年
度
比
で
７
・
５
％

（
３
億
３
，０
０
０
万
円
）
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

内
訳　

⑵
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
３
事
業
で
は
、
療
養
給

付
の
実
績
な
ど
に
よ
り
、
３
会
計
の
総
額

は
前
年
度
比
で
４
・
８
％
（
５
，６
０
０
万

円
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
公
営
企
業
会
計

　

水
道
事
業
は
、
前
年
度
に
行
っ
た
基
幹

管
路
改
良
工
事
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
比
で
33
・
４
％
（
１
億
１
，３
２
２
万

円
）
減
と
な
り
、
下
水
道
事
業
は
、
企
業

債
の
償
還
進
捗
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

で
２
・
５
％
（
１
，４
８
５
万
円
）
減
と
な

り
ま
し
た
。

  

地
方
債
残
高

　

村
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
は
、
令

和
８
年
度
末
の
見
込
み
が
前
年
度
比
12
・

２
％
（
３
億
９
，７
３
６
万
円
）
増
の

36
億
５
，７
５
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

基
金
残
高

　

村
の
貯
金
で
あ
る
基
金
残
高
は
、
令

和
８
年
度
末
の
見
込
み
が
前
年
度
比

２
・
０
％
（
８
，０
３
４
万
円
）
増
の

40
億
６
１
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
令
和
８
年
度
中
川
村
予
算

概
要
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
課
財
政
係

℡
88

－

３
０
１
６

会計別総額 （単位：万円・％） R8.2.1現在 ／ 人口4,536人 ／ 世帯1,718世帯

会　　計　　名 令和８年度
当初予算額

令和７年度
当初予算額

比較増減 住民１人当
予算額（円）

１世帯当
予算額（円）増減額 増減率

一　 般　 会　 計 472,000 439,000 33,000 7.5 1,040,564 2,747,381

特
別
会
計

国民健康保険事業 46,900 44,700 2,200 4.9 103,395 272,992
介 護 保 険 事 業 67,000 65,100 1,900 2.9 147,707 389,988
後 期 高 齢 者 医 療 8,900 7,400 1,500 20.3 19,621 51,804
特 別 会 計 合 計 122,800 117,200 5,600 4.8 270,723 714,785
普 通 会 計 合 計 594,800 556,200 38,600 6.9 1,311,287 3,462,165

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 22,541 33,862 △ 11,322 △ 33.4 49,693 131,204
下 水 道 事 業 会 計 56,872 58,356 △ 1,485 △ 2.5 125,378 331,033
企 業 会 計 合 計 79,412 92,219 △ 12,806 △ 13.9 175,071 462,237
全 会 計 合 計 674,212 648,419 25,794 4.0 1,486,359 3,924,403

★企業会計予算額 ＝ 収益的支出 ＋ 資本的支出

令和８年度
中川村

予算概要・資料

歳入（性質別）　総額47億2,000万円

分担金・負担金、使用・手数料
7,657万円（1.6%）
分担金・負担金、使用・手数料
7,657万円（1.6%）
分担金・負担金、使用・手数料
7,657万円（1.6%）

地方譲与税、各種交付金
1億9,905万円（4.3%）
地方譲与税、各種交付金
1億9,905万円（4.3%）
地方譲与税、各種交付金
1億9,905万円（4.3%）

村税　4億4,964万円（9.5％）村税　4億4,964万円（9.5％）村税　4億4,964万円（9.5％）

地方交付税
21億6,830万円
（45.9%）

地方交付税
21億6,830万円
（45.9%）

地方交付税
21億6,830万円
（45.9%）

国・県支出金
5億310万円
（10.7%）

国・県支出金
5億310万円
（10.7%）

国・県支出金
5億310万円
（10.7%）

村債
5億7,450万円
（12.2%）

村債
5億7,450万円
（12.2%）

村債
5億7,450万円
（12.2%）

自主財源
12億7,505万円
（26.9%）

自主財源
12億7,505万円
（26.9%）

自主財源
12億7,505万円
（26.9%）

その他財源
34億4,495万円
（73.1%）

その他財源
34億4,495万円
（73.1%）

その他財源
34億4,495万円
（73.1%）

その他
7億4,884万円（15.8%）
その他
7億4,884万円（15.8%）
その他
7億4,884万円（15.8%）

財産収入
 983万円（0.2%）
寄附金
 9,010万円（1.9%）
繰入金
 1億1,000万円（2.3%）
繰越金
 7,090万円（1.5%）
諸収入
 4億6,801万円（9.9%）

歳出（性質別）　総額47億2,000万円
その他
1億5,671万円（3.4%）
その他
1億5,671万円（3.4%）
その他
1億5,671万円（3.4%）

維持補修費
 4,905万円（1.1%）
積立金、出資金
 8,561万円（1.8%）
予備費
 2,205万円（0.5%） 義務的経費

17億6,514万円
（37.4%）

義務的経費
17億6,514万円
（37.4%）

義務的経費
17億6,514万円
（37.4%）

任意的経費
29億5,486万円
（62.6%）

任意的経費
29億5,486万円
（62.6%）

任意的経費
29億5,486万円
（62.6%）

物件費
6億7,345万円
（14.3%）

物件費
6億7,345万円
（14.3%）

物件費
6億7,345万円
（14.3%）

公債費
3億3,216万円
（7.0%）

公債費
3億3,216万円
（7.0%）

公債費
3億3,216万円
（7.0%）

補助費等
11億4,033万円
（24.2%）

補助費等
11億4,033万円
（24.2%）

補助費等
11億4,033万円
（24.2%）

普通建設・災害復旧費
8億1,812万円（17.3%）
普通建設・災害復旧費
8億1,812万円（17.3%）
普通建設・災害復旧費
8億1,812万円（17.3%）

人件費
11億3,908万円
（24.1%）

人件費
11億3,908万円
（24.1%）

人件費
11億3,908万円
（24.1%）

扶助費
2億9,390万円
（6.2%）

扶助費
2億9,390万円
（6.2%）

扶助費
2億9,390万円
（6.2%）

繰出金
1億6,625万円
（3.5%）

繰出金
1億6,625万円
（3.5%）

繰出金
1億6,625万円
（3.5%）

歳出（目的別）　総額47億2,000万円

教育費
5億3,140万円（11.2%）

総務費
14億4,320万円
（30.6%）

民生費
9億776万円
（19.2%）

衛生費　2億6,567万円（5.6%）

農林水産業費
3億9,017万円（8.3%）

土木費
5億5,391万円（11.7%）

公債費
3億3,216万円
（7.0%）

消防費
1億1,241万円（2.4%）

その他
1億8,332万円（4.0%）
その他
1億8,332万円（4.0%）
その他
1億8,332万円（4.0%）

議会費 5,925万円（1.3%）
商工費 1億201万円（2.2%）
予備費 2,205万円（0.5%）

教育費
5億3,140万円（11.2%）
教育費
5億3,140万円（11.2%）
教育費
5億3,140万円（11.2%）

総務費
14億4,320万円
（30.6%）

総務費
14億4,320万円
（30.6%）

総務費
14億4,320万円
（30.6%）

民生費
9億776万円
（19.2%）

民生費
9億776万円
（19.2%）

民生費
9億776万円
（19.2%）

衛生費　2億6,567万円（5.6%）衛生費　2億6,567万円（5.6%）衛生費　2億6,567万円（5.6%）

農林水産業費
3億9,017万円（8.3%）
農林水産業費
3億9,017万円（8.3%）
農林水産業費
3億9,017万円（8.3%）

土木費
5億5,391万円（11.7%）
土木費
5億5,391万円（11.7%）
土木費
5億5,391万円（11.7%）

公債費
3億3,216万円
（7.0%）

公債費
3億3,216万円
（7.0%）

公債費
3億3,216万円
（7.0%）

消防費
1億1,241万円（2.4%）
消防費
1億1,241万円（2.4%）
消防費
1億1,241万円（2.4%）
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令
和
８
年
１
月
、
県
企
業
局
が
所

有
す
る
四
徳
発
電
所
で
発
電
し
た
電

気
の
卸
売
先
と
な
る
小
売
電
気
事
業

者
の
公
募
が
行
わ
れ
、
村
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ぶ
飯
田
ま
ち
づ
く
り
電

力
㈱
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
、
同
社
は
四
徳
発
電
所
の
発
電
電

力
を
県
企
業
局
か
ら
調
達
・
購
入

し
、
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
村

内
の
公
共
施
設
へ
地
域
電
力
の
供
給

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
電
力
供
給
の
仕
組
み
は
、
村

内
で
発
電
さ
れ
た
水
力
発
電
所
由
来

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
村
の
地
域

温
暖
化
対
策
の
大
き
な
前
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

四
徳
発
電
所
の
電
力
供
給
の
開
始

を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
村
で
設
立
の

　
村
で
は
、
２
０
２
２
年
度
に
「
中
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
発
出
し
、
２
０
５
０
年
度
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
の
実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
て
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性

化
に
資
す
る
取
り
組
み
を
包
括
的
に
推
進
す
る
た
め
、
飯
田
ま
ち
づ
く
り
電
力
㈱
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推
進
し
、
村
の
地
域
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

検
討
を
し
て
き
た
、
事
業
主
体
「
㈱

な
か
が
わ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
設
立
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
主
体
は
、
村
内
有
志
が

立
ち
上
げ
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
と
と
も
に
地
域
経
済
循
環
、

経
済
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
今

後
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
起
因
と
す
る
異
常

気
象
に
よ
り
、
毎
年
、
大
規
模
な
災

害
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
地
球
温
暖
化
対
策
は
、
今
回

の
取
り
組
み
か
ら
今
後
も
更
に
広
く

施
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
の
村
の
取
り
組

み
に
対
し
、
み
な
さ
ん

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
係

℡
88

－

３
０
５
１

四
徳
発
電
所
の
地
域
電
力
を

四
徳
発
電
所
の
地
域
電
力
を

村
内
公
共
施
設
へ
供
給

村
内
公
共
施
設
へ
供
給

事
業
主
体
「
㈱
な
か
が
わ

事
業
主
体
「
㈱
な
か
が
わ

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
立
ち
上
げ

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
立
ち
上
げ

村
民
の
み
な
さ
ん
へ

村
民
の
み
な
さ
ん
へ

飯田まちづくり電力株式会社と「エネルギーの地産地消と
持続可能な地域づくりに関する包括連携協定」 締結

村内全公共施設、事業所・一般家庭など

四徳発電所（水力・1,800kW）

電力の卸売（467.9 万 kWh/ 年）
長野県

中川村
Nakagawa Village

電力の供給（非化石証書付き）

株式会社なかがわエネルギー
（販売代理店）

包括連携協定

左から ㈱なかがわエネルギー代表取締役  齋藤 真吾、中川村長  宮下 建彦、左から ㈱なかがわエネルギー代表取締役  齋藤 真吾、中川村長  宮下 建彦、
飯田まちづくり電力㈱代表取締役  原 勉、おひさま進歩エネルギー㈱代表取締役 菅沼 利和飯田まちづくり電力㈱代表取締役  原 勉、おひさま進歩エネルギー㈱代表取締役 菅沼 利和



第
７
回

新
た
な
学
校
づ
く
り
委
員
会
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中川村 新たな学校づくりプロジェクト  中川村 新たな学校づくりプロジェクト  その９その９

「自ら考え、判断し、行動して、人生を開拓する力を育む」「自ら考え、判断し、行動して、人生を開拓する力を育む」
学校教育が目指す子どもの姿学校教育が目指す子どもの姿新たな学校の

コンセプト（構想）

　令和13年度の開校を目指している小中学校を統合した義務教育学校について、令和６年度から中川村新たな
学校づくり委員会で行った教育内容の検討をまとめ、「学びの基本計画」として策定しました。今回は、基本計
画の主要箇所を紹介します。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
新
た
な
学

校
づ
く
り
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
、
新
た
な
学
校
の
教
育
内

容
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

３
月
23
日
（
月
）
に
は
、
最
終

回
と
な
る
第
７
回
中
川
村
新
た
な

学
校
づ
く
り
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
３
月
２
日
（
月
）
か
ら
13

日（
金
）ま
で
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
反
映
さ

せ
た
基
本
計
画（
案
）を
確
認
し
、

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
は
、
校
舎
建

築
の
検
討
を
行
う
建
設
委
員
会

（
仮
称
）
と
校
名
公
募
な
ど
ソ
フ

ト
面
の
検
討
を
行
う
準
備
委
員
会

（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
て
令
和
13

年
度
の
開
校
を
目
指
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
び
の
基
本
計
画
や
進
捗
状
況

は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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育
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員
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○新たな学校のコンセプト

中川村新たな学校づくりプロジェクト  学びの基本計画  主要箇所の抜粋
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中中川川村村がが目目指指すす新新たたなな学学校校のの姿姿  

美しい村・中川村を再発見し、子どもも大人も自ら楽しみ、 
次世代につなげる「みんなの学校」 

学学校校教教育育がが目目指指すす子子どどもものの姿姿  

自ら考え、判断し、行動して、人生を開拓する力を育む 

目目指指すす新新たたなな学学校校のの姿姿をを実実現現すするるたためめのの仕仕組組みみととアアククシショョンン  

施設一体型の小中一貫教育校〈義務教育学校〉 
国型コミュニティ・スクール〈学校運営協議会〉 

 
 

 
 

・・９９年年間間をを一一体体的的ににととららええ、、  
““発発達達段段階階にに応応じじたた特特色色  
ああるる学学びび””をを推推進進すするる教教  
育育課課程程をを整整ええまますす。。 

・・同同学学年年、、異異学学年年、、地地域域のの  
皆皆ささんん等等、、““多多様様なな学学習習ググ  
ルルーーププでで学学べべるる””体体制制やや学学  
校校施施設設・・設設備備をを整整ええまますす。。 

・・地地域域がが学学校校とと連連携携・・協協働働  
ししてて““オオーールル中中川川””でで学学びび  
をを支支ええ育育ててるる体体制制やや学学習習  
活活動動をを整整ええまますす。。 

目目指指すす子子どどもものの姿姿をを実実現現すするるたためめのの３３つつのの教教育育のの柱柱  

 

 

  

 

 

 

 

子子どどももをを真真んん中中にに、、学学びびののエエ  

ネネルルギギーーででああふふれれ、、大大人人ににととっっ  

ててもも楽楽ししいい居居場場所所ににななるる学学校校 
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○「４・３・２制」の導入
　義務教育学校では制度上、前期課程（小学校課程）６年・後期課程（中学校課程）３年という枠組み、いわゆる「６・
３制」を基本としつつ、子どもの発達段階に応じて柔軟に教育課程を編成することが可能となります。本村では、少
子化や学校の小規模化がさらに進んでいくと予想され、９年間を通じて人間関係や学びを豊かにするためには、発達
段階に応じた学びのまとまりを再構成する必要があると考え、「４・３・２制」を採用するよう考えています。
　小学校１年生～４年生は児童期の前期にあたりますが、特に前半は「幼児期」の延長に位置しています。中学校２
年生～３年生は高等学校等へ向かう青年期の入り口になります。その間に位置する小学校５年生～中学校１年生は少
し大人に近づき心が大きく揺れ動く時期になります。
　こうしたことを踏まえ、１～４年生のまとまりで「基礎・基本期」として学習・生活の基盤形成を図ります。また、
保育園の学びとの接続を大事にします。５～７年生のまとまりを「充実期」として探究・協働・役割形成の充実を図
ります。また、生活や環境が大きく変わることで心身が追いつかなくなる中１ギャップの軽減にもつながると考えま
す。８～９年生のまとまりを「発展期」として自律的な探究や社会参画への接続を重視し、個性や能力の伸長を図ります。

　「ふるさと中川学（仮称）」は、生活科・総合的な学習の時間を活用し、１年生から９年生までの９年間、村全体を
学びの場として「探究」「ごちゃまぜ」「グローカル」を実践する、新たな学校の核となる学習です。中川村の美しさ
（＝魅力）を再発見する学習をとおして、子どもも、そしてともに取り組む大人もワクワクして学び、リアルに体験
することを目指します。児童生徒、学校、保護者、地域、行政、専門家など、すべての関係者が連携・協働して、「オー
ル中川」で取り組みます。

○３つの教育の柱とふるさと中川学（仮称）
　目指す子どもの姿を実現するために、３つの教育の柱を位置づけました。教科・領域の学習をはじめとして学校教
育全般で子ども達の学びを支える考え方となります。また、この３つの教育の柱を強力に進めていくための教育課程
として、「ふるさと中川学（仮称）」を創設します。

3 

 

（４）新たな学校の教育の考え方 

  ① 目指す子どもの姿 

 

 

令和４年度のあり方検討で中川村の教育の特徴を整理し、強みを伸ばし課題を克服する教育施策 

をアンケート調査で尋ねました。「興味あることを自ら見つけ、探究し、発表する学習の充実」、「友

達と話し合う活動の充実」、「グループ学習等、新しい自分の役割を発見できる機会の充実」等が支持

されており、これらを踏まえて検討を重ね目指す子どもの姿を決め出しました。 

「自ら考え、判断し、行動する」学びを重ね、自律した学習者になることを目指します。教師から 

の指示を待つのではなく、意欲をもって課題と向き合い、試行錯誤して解決に近づいていく。こうし

た学びを積み重ねていくことで、予測困難な時代にあっても「人生を開拓する力」、つまり「自分の

未来を描き実現していく力」が育まれていくと考えています。 

そうなると、教師は「教える人」という役割から、「それぞれの学びに寄り添う伴走者」という役 

割の比重を高めていくことが求められ、これまでのような一斉指導の授業から、「個別最適な学び」

「協働的な学び」を目指した授業へと転換していく必要があります。そうした授業づくりに取り組

みます。 

 

② 目指す子どもの姿を実現するための３つの教育の柱 

目指す子どもの姿を実現するために、３つの教育の柱を位置づけました。教科・領域の学習をはじ

めとして学校教育全般で子ども達の学びを支える考え方となります。また、この３つの教育の柱を

強力に進めていくための教育課程として、「ふるさと中川学（仮称）」を創設します。 

 

 

 

自分で問いを立て、自分の方法で、 

自分なりの答えにたどり着く。試行錯 

誤を重ね粘り強く学ぶことで、主体性 

と自己肯定感を育みます。 

 

 

 

同学年、異学年、地域の人々等、多 

   様な人々と交わり学び合うことで、違 

いを認め合い、共に生きていく力を育 

みます。また、多様な姿を見せる子ど 

ども一人一人にとっても居場所となる 

   環境づくりを進めます。 

 

 

 

ふるさと中川村全体を学びのフィー 

ルドに、「地球規模の視野で考え、地域 

で行動する（＝グローカル）」ことで、 

よりよい社会を創る実践力を育みます。 

目目指指すす子子どどもものの姿姿  自自らら考考ええ、、判判断断しし、、行行動動ししてて、、人人生生をを開開拓拓すするる力力をを育育むむ  

実実現現すするるたためめのの柱柱１１  探探究究的的にに学学ぶぶ  

実実現現すするるたためめのの柱柱２２  ごごちちゃゃままぜぜにに学学ぶぶ  

村村全全体体をを学学びびのの場場ととししててググロローーカカルルにに学学ぶぶ  実実現現すするるたためめのの柱柱３３  

 

   

  

  
 

1 

１. 新たな学校の教育  “ワクワク学び、リアルに体験する” 
（１）義務教育学校で期待できる学び 

義務教育学校は、平成28年から設置できるようになった新しいタイプの学校で、現在全国的に増

えている形態です。小学校６年間と中学校３年間を合わせた９年間、一つの学校で一貫した教育を

行います。子どもの発達段階に応じた特色ある学びとなるよう、柔軟に教育課程を編成することが

できるようになるとともに、９年間を切れ目なく学ぶことで、安心と期待を持って学校生活を送る

こと等が期待できます。今後、保育園を含め12年間を見通した教育課程について検討していきます。

（図表16） 

    

図表16 義務教育学校で期待できる学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 ３年 ４年 ７年 ５年 ６年 ８年 ９年 

低学年ブロック 中学年ブロック 

基礎・基本期 充実期 発展期 

高学年ﾌﾞﾛｯｸ 

■９年間を一体的にとらえ、“発達段階に応じた特色ある学び”となるよう 

柔軟に教育課程を編成して学ぶことができます。 

実施します。 

■村に一つの学校になることで、“オール中川で子ども達の 

 学びを支え育てる”体制や学習活動づくりが一層進みます。 

■小・中教員がそれぞれ乗り入れて、“教科担任として自身の専 

門性を発揮する”ことがしやすくなり、授業の充実が図れます。 

 

■小・中教員の専門性が１校に集約されることで、“授業力の向上”が図れる 

とともに、“子どもの育ち”が共有しやすくなり、学校の教育力が高まります。 

■統合して１校に集約することで、“ICT教育（環境）の充実”が 

進めやすくなります。 

進めます 

 

 

 

■９年間を切れ目なく学ぶことができ“安心と期待”を持って学校生活が送れます。 

 

■各学年ブロック、１年生から９年生等、異学年による“多様な学習

グループ”で学ぶことが可能になり、日常生活の中で上級生への

憧れや下級生への思いやりの心が育まれます。 

 

12年間を見通した 
教育課程を検討 

保育 ３年 １年 
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村
で
は
、
地
域
の
活
性
化
や
産
業

の
振
興
、
教
育
・
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化
の
振
興
、
福

祉
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を
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し
た
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か
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に
行

う
地
域
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く
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活
動
に
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し
て
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支
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を
行
っ
て
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す
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
内
容
を

一
部
改
正
し
ま
す
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変
更
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
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○
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す
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・
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設
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ら
１
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継
続
し

て
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活
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っ
て
い
る
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、
ま
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補
助
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申
請
後
１
年

以
上
継
続
し
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公
益
的
活
動
を
行

う
見
込
み
で
あ
る
者

・
５
人
以
上
の
村
民
が
団
体
構
成
員

と
し
て
所
属
し
て
い
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こ
と
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団
体
規
約
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定
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事
業
計
画
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予
算
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よ
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▼
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令
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６
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村
公
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ホ
ー
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ペ
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を
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く
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い
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効
活
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課
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の
解
決
、
公
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動
な
ど
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住
民
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的
に
取
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組
む
地
域
づ
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り
に
要
す
る
経
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を
一
部
補
助
し
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す
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○
対
象
経
費

・
報
償
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・
旅
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・
需
用
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・
役
務
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使
用
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お
よ
び
賃
借
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・
原
材
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・
村
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認
め
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○
補
助
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お
よ
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村
の
自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
た

世
代
の
語
り
を
話
し
言
葉
で
記
録

し
、
残
す
こ
と
で
、
地
域
の
財
産
に

光
を
あ
て
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
聞
き
書

き
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
12
名
の

話
し
手
と
聞
き
手
を
募
り
、
令
和
８

年
度
出
版
を
目
指
し
て
、
現
在
も
聞

き
書
き
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地域づくり支援
事業補助金
記事ID:2405



地
域
の
活
性
化
や
地
場
産
業
の
振
興
の
た
め
の

補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

№575広報7

        

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

（
中
川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
96

－

０
６
５
８

中
小
企
業
が
参
加
・
実
施
す
る

人
材
育
成
や
技
能
習
得
の
た
め

の
事
業
を
応
援
し
ま
す

　

村
内
中
小
企
業
が
技
術
力
、
経
営

力
の
維
持
・
発
展
を
目
的
に
行
う
人

材
育
成
・
技
能
習
得
事
業
に
対
し
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

・
村
内
の
中
小
企
業
で
事
業
所
ま
た
は

製
造
拠
点
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
方

・
事
業
や
経
営
に
係
る
専
門
的
知

識
、
技
術
や
技
能
を
習
得
す
る
た

め
の
研
修
お
よ
び
講
座
を
受
講
す

る
、
ま
た
は
開
催
す
る
方

・
国
、県
、村
な
ど
の
同
種
の
助
成
金
お
よ

び
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
方

▼
補
助
事
業
の
種
類
と
補
助
率

・
研
修
ま
た
は
講
座
を
受
講
す
る
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
中
小
企
業
１
社
に
対
し
、
当

該
年
度
に
つ
き
上
限
10
万
円
）

・
研
修
ま
た
は
講
座
を
開
催
す
る
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
中
小
企
業
ま
た
は
数
社
の
グ

ル
ー
プ
に
対
し
、
当
該
年
度
に
つ
き

１
回
の
み
、
上
限
５
万
円
）

中
川
村
で
創
業
す
る
方
や
事
業

を
維
持
・
発
展
し
よ
う
と
す
る

事
業
者
を
応
援
し
ま
す

　

地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

村
内
で
の
創
業
や
事
業
承
継
を
行
う

た
め
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

▼
補
助
対
象
者

○
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
村
内
に
店
舗
、
事
業
所
な
ど
を
設
置

ま
た
は
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
方

・
創
業
者
や
商
工
業
者
な
ど
で
、
事
業

を
維
持
、
発
展
し
よ
う
と
す
る
方

・
国
、
県
、
村
な
ど
の
同
種
の
助
成

金
お
よ
び
補
助
金
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
方

▼
補
助
事
業
の
種
類
と
補
助
率

・
事
業
所
開
設
・
改
修
等
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内
（
上
限
15
～
30
万
円
）

※
村
内
建
設
事
業
者
利
用
の
場
合

は
、
上
限
50
～
１
０
０
万
円

・
事
業
用
設
備
等
整
備
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
５
分
の
１

以
内
（
上
限
10
～
25
万
円
）

・
事
業
所
等
移
転
開
設
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
25
～
50
万
円
）

・
特
産
品
の
販
路
を
拡
大
す
る
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
10
万
円
）

▼
補
助
事
業
の
採
択
方
法

　

金
融
機
関
な
ど
を
含
む
有
識
者
に

よ
り
構
成
す
る
審
査
会
に
お
い
て
、

採
択
事
業
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

省
エ
ネ
設
備
へ
の
転
換
を
図
る

商
工
事
業
者
を
応
援
し
ま
す

　

村
内
商
工
事
業
者
が
行
う
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
導
入
に
伴
う
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

○
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
村
内
に
本
店
お
よ
び
店
舗
な
ど
が

所
在
す
る
事
業
者
で
、
次
の
事
業

を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
ま

た
は
協
同
組
合

⑴
製
造
業　

⑵
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

⑶
小
売
業　

⑷
宿
泊
業

⑸
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

・
国
、
県
、
村
な
ど
の
同
種
の
助
成

金
お
よ
び
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方

▼
対
象
経
費

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
導
入

に
係
る
設
備
費
お
よ
び
工
事
費

・
法
人
等
設
立
支
援
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
４
分
の
１

以
内
（
上
限
５
万
円
）

特
産
品
の
開
発
や
販
路
拡
大

す
る
事
業
者
を
応
援
し
ま
す

　

特
産
品
な
ど
を
新
た
に
開
発
ま
た

は
販
路
拡
大
の
た
め
の
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

○
村
内
に
事
業
所
ま
た
は
活
動
拠
点

を
置
く（
予
定
者
含
む
）事
業
者
で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
自
ら
が
販
路
を
開
拓
し
、
ま
た
は

販
路
の
拡
大
に
よ
り
特
産
品
な
ど
の

安
定
し
た
販
売
が
見
込
ま
れ
る
方

・
特
産
品
な
ど
を
中
川
村
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
の
返
礼
品
と
し
て
登

録
を
希
望
す
る
方

▼
補
助
事
業
の
種
類
と
補
助
率

・
特
産
品
の
新
規
開
発
ま
た
は
改
良
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

ま
た
は
３
分
の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）

・
既
存
の
特
産
品
な
ど
の
品
質
向
上
事
業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
20
万
円
）

▼
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
２
以
内

（
上
限
50
万
円
ま
た
は
10
万
円
）

同
級
会
や
同
窓
会
の
開
催
を

応
援
し
ま
す　

　

同
年
代
の
つ
な
が
り
や
ふ
る
さ
と

中
川
村
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
と
と

も
に
村
内
飲
食
店
の
利
用
促
進
の
た

め
、
同
級
会
な
ど
の
開
催
に
伴
う
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
事
業

　

村
内
小
中
学
校
卒
業
生
で
構
成
さ

れ
る
団
体
が
行
う
親
睦
会
な
ど

▼
補
助
要
件

○
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体

・
村
内
の
飲
食
店
な
ど
を
会
場
に
開

催
さ
れ
る
同
級
会
（
同
窓
会
）

・
出
席
者
数
が
15
人
以
上
ま
た
は
対

象
者
の
５
割
以
上

・
20
歳
、25
歳
、30
歳
、35
歳
、40
歳
、

50
歳
、60
歳
ま
た
は
65
歳
以
上

▼
補
助
額

　

出
席
者
１
人
あ
た
り
１
千
円

（
65
歳
以
上
の
場
合
は
１
人
あ
た
り

５
０
０
円
、
上
限
２
万
円
）

中川村で創業
する事業者を
応援します

記事ID:8061

中川村特産品等
創出支援補助金
記事ID:9756

省エネルギー設備
等導入促進事業

補助金
記事ID:9757

中川村同級会等
開催応援事業

補助制度
記事ID:11768

人材育成研修・
技能訓練などを

応援します
記事ID:11770



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

目撃件数 5 2 4 12 19

被害件数 0 0 0 2 8

合　　計 5 2 4 14 27

前年度対比 － 40% 200% 350% 193%

2026（R8）. 4. １５ 8

　

令
和
７
年
度
、
村
内
で
の
ク
マ
目

撃
件
数
は
19
件
、
農
作
物
や
蜂
の
巣

箱
へ
の
被
害
は
８
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
か
ら
目
撃
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
３
年
度
と

比
較
す
る
と
、
目
撃
・
被
害
の
件
数

は
約
５
倍
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
対
策
①

　
　
棲
み
分
け
の
徹
底
、

　
　
　
出
没
防
止
策
の
推
進

【
拡
充
事
業
】

▼
ず
く
出
し
協
働
事
業

          

（
緩
衝
帯
整
備
補
助
）

　

地
区
に
よ
る
出
没
多
発
箇
所
な
ど

の
ヤ
ブ
の
刈
り
払
い
・
伐
採
な
ど
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
ず
く
出
し
協
働
事
業

      

（
整
備
用
機
器
購
入
補
助
）

　

地
区
に
よ
る
ク
マ
出
没
箇
所
な
ど

の
整
備
用
機
器
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

枝
払
い
の
た
め
の
機
械
器
具
な
ど
）

の
購
入
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
環
境
衛
生
施
設
設
置
事
業
等
補
助
金

　

屋
内
に
設
置
す
る
生
ゴ
ミ
処
理
機

な
ど
の
購
入
経
費
に
対
し
、
補
助
金

を
上
乗
せ
し
て
交
付
し
ま
す
。

【
新
規
事
業
】

▼
河
川
周
辺
の
緩
衝
帯
整
備
の
実
施

　

出
没
多
発
箇
所
で
あ
る
前
沢
川
、

日
向
沢
川
の
河
川
周
辺
の
緩
衝
帯
整

備
を
行
い
ま
す
。

▼
出
没
・
被
害
多
発
箇
所
の

            

緩
衝
帯
整
備
の
実
施

　

出
没
・
被
害
が
多
発
し
て
い
る
山

際
な
ど
の
緩
衝
帯
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
村
で
は

村
民
の
み
な
さ
ん
の
命
を
守
り
、
暮

ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
、「
中
川

村
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防
止
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
1.0
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
４
つ
の
政
策

を
柱
に
掲
げ
、
総
合
的
な
ク
マ
被
害

防
止
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
放
任
果
樹
伐
採
事
業
補
助
金

　

住
宅
に
近
い
柿
・
栗
な
ど
の
果
樹
伐

採
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
補
助
対
象
は
、
伐
採
業
者
へ
委
託

し
た
費
用
の
み

▼
美
し
い
森
林
づ
く
り

          

基
盤
整
備
交
付
金
事
業

　

集
落
に
近
い
森
林
整
備
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除

              

対
策
事
業
補
助
金

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
の
電
気
柵
、
監
視
カ
メ
ラ
な

ど
の
購
入
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

※
補
助
対
象
は
、
農
業
者
の
み
。

【
既
存
事
業
】

▼
農
地
再
生
支
援
事
業

　

荒
廃
農
地
を
再
生
す
る
た
め
に
必

要
な
障
害
物
の
除
去
や
整
地
な
ど
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▼
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理

実
施
計
画
の
策
定
（
検
討
中
）

　

村
内
を
生
息
地
、
緩
衝
帯
、
排
除

地
域
の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
区
画
し
、

出
没
時
対
応
の
明
確
化
・
迅
速
化
を

図
り
ま
す
。

▼
棲
み
分
け
の
推
進

　

公
有
地
の
誘
引
木
伐
採
や
ヤ
ブ
の

刈
り
払
い
を
行
い
ま
す
。

▼
河
川
管
理
者
（
行
政
機
関
）
へ
の

                    

呼
び
か
け

　

ク
マ
の
通
り
道
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
河
川
内
整
備
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。

　
対
策
②

　
　
緊
急
対
応
体
制
の
強
化

【
新
規
事
業
】

▼
対
策
物
資
の
拡
充

　

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
、
注
意
喚
起
看

板
、
小
中
学
生
貸
与
用
ク
マ
鈴
、
ク

マ
避
け
ス
プ
レ
ー
を
購
入
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▼
緊
急
銃
猟
実
施
体
制
の

              

構
築
（
検
討
中
）

　

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
防
具

な
ど
の
必
要
物
品
の
購
入
、
ほ
か
市

町
村
や
警
察
と
連
携
し
て
の
訓
練
の

実
施
、
緊
急
銃
猟
時
の
実
施
隊
員
へ

の
報
酬
の
取
り
決
め
を
行
い
ま
す
。

　
対
策
③

　
　
人
材
の
確
保
・
育
成

▼
被
害
防
止
の
た
め
、
罠
な
ど
を

          

用
い
た
速
や
か
な
捕
獲

▼
緊
急
時
の
体
制
強
化

　

捕
獲
者
増
員
の
た
め
の
支
援
、
県

と
連
携
し
た
個
体
数
管
理
を
実
施
し

ま
す
。

▼
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
補
助
金

　

有
害
鳥
獣
駆
除
資
格
、
継
続
に
関

す
る
費
用
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
林
業
事
業
体
支
援
事
業
補
助
金

　

村
内
林
業
者
の
育
成
の
た
め
、
安

全
器
具
、
衛
生
教
育
費
用
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【直近５年間のクマの目撃等推移】

中
川
村
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

被
害
防
止
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
1.0
を
策
定
し
ま
し
た



「
緑
の
募
金
」
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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対
策
④

　
　
情
報
発
信
・
普
及
啓
発

▼
身
を
守
る
対
策
の
周
知

　

警
察
と
連
携
し
た
情
報
発
信
、
出

没
箇
所
、
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

▼
啓
発
活
動

　

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
な

か
が
わ
、
啓
発
チ
ラ
シ
、
ク
マ
対
策

講
座
な
ど
に
よ
り
、
身
を
守
る
対
策

を
周
知
し
ま
す
。

▼
ク
マ
出
没
時
の
情
報
発
信

　

出
没
時
の
現
地
確
認
や
地
区
へ
の

呼
び
か
け
、
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
村

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
広

報
を
実
施
し
ま
す
。

▼
薪
ス
ト
ー
ブ
ユ
ー
ザ
ー
と
の

                  

マ
ッ
チ
ン
グ

　

放
置
果
樹
な
ど
を
伐
採
し
て
く
れ

る
薪
ス
ト
ー
ブ
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
放
置
果
樹
伐

採
を
促
進
し
ま
す
。

　
家
庭
・
地
区
に
お
け
る

                  

取
り
組
み

　

ク
マ
の
出
没
対
策
と
し
て
、
ご
家

庭
や
地
区
で
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
放
置
果
樹
や
生
ゴ
ミ
な
ど
、
屋
外

　

の
誘
引
物
の
撤
去

・
補
助
事
業
を
活
用
し
た
放
任
果
樹

　

の
伐
採
、
ヤ
ブ
の
刈
り
払
い

�

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

�

℡
88

－

３
０
４
２

・
薪
ス
ト
ー
ブ
ユ
ー
ザ
ー
や
森
林
整

　

備
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
里
山
（
林　

　

内
）
整
備
、
誘
引
木
の
伐
採

　
令
和
８
年
度

　
　
新
規
補
助
事
業
お
よ
び

　
　
拡
充
補
助
事
業

　

村
で
は
、「
中
川
村
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
被
害
防
止
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
1.0
」

に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度
か
ら
新
規

補
助
事
業
お
よ
び
一
部
補
助
事
業
に

ク
マ
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
ま

し
た
。
補
助
金
の
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
放
任
果
樹
伐
採
事
業

▼
対
象
経
費

　

村
内
に
あ
る
柿
・
栗
な
ど
の
放
任

果
樹
の
伐
採
に
か
か
る
経
費

※
た
だ
し
、
人
が
居
住
す
る
住
宅
か

　

ら
概
ね
１
０
０
m
以
内
の
伐
採
で

　

あ
っ
て
、
伐
採
業
者
へ
委
託
し
て

　

行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

▼
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
地

区
ま
た
は
事
業
所

▼
補
助
率　

２
分
の
１
以
内

▼
上
限
額

　

伐
採
本
数
に
関
わ
ら
ず
、
10
万
円

○
ず
く
出
し
協
働
事
業

▼
対
象
経
費

　

伐
採
を
伴
う
緩
衝
帯
整
備
費
お
よ

び
緩
衝
帯
整
備
に
必
要
な
機
械
器
具

の
購
入
費

▼
対
象
者

　

村
内
各
地
区
ま
た
は
団
体
な
ど

▼
補
助
率
お
よ
び
上
限
額

・
緩
衝
帯
整
備

　

１
a
あ
た
り
１
万
円
。
た
だ
し
、

30
万
円
を
限
度
と
す
る
。

※
業
者
委
託
の
場
合
は
、
２
分
の
１

　

以
内
と
し
、
１
か
所
あ
た
り
15
万

　

円
を
限
度
と
す
る
。

・
緩
衝
帯
整
備
機
械
器
具
購
入

　

２
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、
機
械

器
具
１
台
あ
た
り
５
万
円
を
限
度
と

す
る
。

○
農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業

▼
対
象
経
費

　

有
害
鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の

資
材
の
購
入
費

・
柵
（
電
気
柵
含
む
）、
網
、
威
嚇

機
器
（
電
気
式
、
煙
火
式
含
む
）　

な
ど

▼
対
象
者　

村
内
農
業
者

▼
補
助
率　

10
分
の
４
以
内

○
環
境
衛
生
施
設
設
置
事
業

▼
対
象
経
費

　

生
ゴ
ミ
処
理
機
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な

ど
の
購
入
費

▼
対
象
者　

村
内
に
住
所
を
有
し
、

希
望
す
る
す
べ
て
の
方

▼
補
助
率
お
よ
び
上
限
額

・
屋
外
設
置

　

２
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、
３
万

円
を
限
度
と
す
る
。

・
屋
内
設
置

　

３
分
の
２
以
内
。
た
だ
し
、
５
万

円
を
限
度
と
す
る
。

　

各
補
助
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
放
任
果
樹
伐
採
事
業

○
ず
く
出
し
協
働
事
業

        

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

              

℡
88
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３
０
４
２

○
農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業

            

産
業
振
興
課
農
政
係

              

℡
88

－
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０
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２

○
環
境
衛
生
施
設
設
置
事
業

            

建
設
環
境
課
環
境
係

              

℡
88

－

３
０
５
１

　

長
野
県
で
は
、「
美
し
い
信

州
の
緑
づ
く
り
」
を
目
指
す
緑

化
運
動
の
１
つ
と
し
て
、
毎
年

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
、「
緑

の
募
金
」
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
緑
の
募
金
」
は
身
近
な
環

境
緑
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
森
林
の
整
備
、
森
林
環
境
教

育
の
推
進
な
ど
、
か
け
が
え
の

な
い
緑
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
上
伊
那
全
体
で
約

７
９
３
万
円
、
村
内
で
は
28
万

円
余
り
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
推
進
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
年
も
各
地
区
を
通
じ
て
住

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設
の

窓
口
に
も
募
金
箱
を
設
置
し

て
、
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
す
。

　

健
全
な
森
林
づ
く
り
、
緑
の

環
境
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



18歳以上の１日の塩分目標量

男性　7.5g未満 女性　6.5g未満

■９割以上の人が塩分をとりすぎています
　令和４年度の県民健康・栄養調査の結果、
長野県民の平均的な１日あたりの食塩摂取量
は、男性11.5g、女性9.6g です。県民の約 
９割が生活習慣病予防のための目標量を超え
ています。

■塩分量を減らすコツ
●減塩食品を活用する

醤油など、減塩された食品が多く販売されてい
ます。通常品と置き換えることで手軽に塩分を
減らせます。

●塩分量の多い食品は控える
普段食べている食品にどのくらい塩分が含ま
れているか、栄養成分表示を確認しましょう。 
インスタント食品や加工品は塩分が多いため、
頻繁に摂ることは避け、外食や総菜を選ぶ際も
塩分量が少ないものを選びましょう。

●美味しく食べられるよう工夫する
出汁や酸味、香辛料などで風味を出すと、塩分
が少なくても美味しく食べることができます。

2026（R8）. 4. １５ 10

毎月17日は毎月17日は
“減塩の日”です“減塩の日”です保健センター　TEL88-3002

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
は
、
寄
附
金
を
通
じ
て
想

い
を
寄
せ
る
自
治
体
を
応
援
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
附
金
は
、「
地
域
づ
く
り
基

金
」
に
積
立
て
、
村
の
総
合
計
画
で

村
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ

て
い
る
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
件
数�

４
，４
３
８
件

▼
金
額�

８
，７
１
２
万
円

                            

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創

生
応
援
税
制
）
は
、
村
外
の
企
業
が

国
の
認
定
し
た
村
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
地
域
再
生
計
画
）
の
取

り
組
み
を
寄
附
を
通
じ
て
応
援
し
た

場
合
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

村
で
は
、「
第
２
期
中
川
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画
」
を

作
成
し
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
３
件
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
ほ
か
匿
名
希
望　

１
者

◇
株
式
会
社
南
信
精
機
製
作
所

　

代
表
取
締
役�

片
桐　

良
晃　

様

    �
        

金
額　

１
０
０
万
円

　
「
子
ど
も
・
若
者
・
移
住
者
な
ど

様
々
な
住
民
が
活
躍
し
、
活
力
を
維

持
す
る
事
業
」
の
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
株
式
会
社
ジ
ッ
ソ
ク

    

代
表
取
締
役�

溝
口　

豊　

様

         �
       

金
額　

20
万
円

　
「
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
な
が

ら
、
災
害
に
強
く
、
持
続
可
能
な
暮

ら
し
の
確
保
を
図
る
事
業
」
の
取
り

組
み
と
し
て
、
地
区
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
支
援
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

              

総
務
課
財
政
係
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６

そ
の
ほ
か
寄
附

　

そ
の
ほ
か
に
い
た
だ
い
た
ご
寄
附

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
寄
附
金

◇
医
療
法
人　

日
聖
会

　
　
　
　
　

加
藤　

尚
之　

様

        �
        

金
額　

30
万
円

　

高
齢
者
の
方
が
自
分
で
車
を
運
転

し
な
く
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
公
共
交
通
の
充
実
の
た
め
、

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
株
式
会
社
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ　

Ｉ
Ｃ
Ｅ

　

代
表
取
締
役　

山
口　

冴
希　

様

�
        

金
額　

１
０
，４
０
０
円

　

中
川
村
産
米
を
原
料
と
し
た
棚
田

ア
イ
ス
の
収
益
の
一
部
を
、
棚
田
保

全
の
た
め
の
ご
寄
附
と
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

～
中
川
村
へ
の
温
か
い
応
援
に
感
謝
し
ま
す
～

～
中
川
村
へ
の
温
か
い
応
援
に
感
謝
し
ま
す
～

　
　
令
和
７
年
度
に
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
の
紹
介

　
　
令
和
７
年
度
に
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
の
紹
介

地区防災マップづくりの様子地区防災マップづくりの様子



条
　
例

予
　
算

　３月中川村議会定例会が２月27日(金)から３月24日(火)までの26日間の会期で開かれました。今回の議会では、　３月中川村議会定例会が２月27日(金)から３月24日(火)までの26日間の会期で開かれました。今回の議会では、
条例や令和８年度当初予算など28件の議案が提出され、すべて原案どおり可決されました。主な議案を紹介します。条例や令和８年度当初予算など28件の議案が提出され、すべて原案どおり可決されました。主な議案を紹介します。

３月中川村議会定例会３月中川村議会定例会

結
婚
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
!!

中
川
村
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

№575広報11

　

中
川
村
入
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

１
６
４
号
）
第
34
条
の
16
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
入
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
、制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
員
報
酬
を
改
定
す
る
た
め
、
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

者
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
25
年
法
律
第
１
１
４

号
）
の
改
正
に
準
じ
て
、
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
者
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
を
改
正
す
る
た
め
、
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
川
村
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
25
年
法
律
第
１
１
４

号
）
の
改
正
に
準
じ
て
、
職
員
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
た

め
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
８
号

　

本
補
正
に
よ
り
、歳
入
歳
出
総
額

を
50
億
１
，７
０
０
万
円
と
し
ま
し

た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

▽
地
方
消
費
税
交
付
金

�

１
，２
７
８
万
２
千
円

▽
農
地
費
補
助
金
（
団
体
営
）

�

１
，０
０
０
万
円

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

▲
８
，３
０
０
万
円

《
歳
出
》

▽
上
伊
那
広
域
連
合
負
担
金

�

▲
３
，６
２
０
万
１
千
円

▽
小
和
田
地
区
基
盤
整
備
事
業
上
下

　

水
道
負
担
金

�

▲
２
，０
０
０
万
円

▽
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

　

た
め
池
地
震
耐
性
評
価
業
務

�

１
，０
０
０
万
円

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号

　

本
補
正
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
総
額

を
47
億
２
，７
０
０
万
円
と
し
ま
し

た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

▽
特
別
交
付
税�

７
０
０
万
円

《
歳
出
》

▽
ク
マ
対
策
関
連
事
業

�

１
，１
９
５
万
円

　

中
川
村
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
か
ら
交
付
さ
れ
る
宿

泊
税
市
町
村
交
付
金
を
財
源
と
す
る

中
川
村
宿
泊
税
交
付
金
事
業
基
金
を

設
置
す
る
た
め
、制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
９
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る

長
野
県
の
国
民
健
康
保
険
税
水
準
の

統
一
に
向
け
、
資
産
割
の
廃
止
及
び

税
率
を
改
正
す
る
た
め
、
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
川
村
年
金
給
付
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

年
金
給
付
の
給
付
対
象
者
を
追
加

す
る
た
め
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る
傷
病

手
当
の
廃
止
と
葬
祭
費
を
増
額
す
る

た
め
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
森
林
体
験
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

森
林
体
験
施
設
の
一
部
を
廃
止
す

る
た
め
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
結
婚
し
て
中
川
村

に
居
住
し
な
が
ら
新
婚
生
活
を

始
め
る
世
帯
の
経
済
的
支
援
を

図
る
た
め
、
居
住
費
や
引
っ
越

し
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

・
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
入

籍
し
、
夫
婦
と
も
に
村
内
に

住
所
を
有
す
る
世
帯

・
夫
婦
の
所
得
合
計
が
５
０
０

万
円
未
満

・
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け

る
年
齢
が
39
歳
以
下
の
世
帯

▼
対
象
費
用

・
住
宅
購
入
費

・
住
宅
に
係
る
賃
貸
料
、
敷
金
、

礼
金
、
共
益
費
お
よ
び
仲
介

手
数
料�

な
ど

▼
補
助
金

⑴
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
の
世
帯

　

上
限
30
万
円

⑵
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
世
帯

　

上
限
60
万
円

　

詳
し
く
は
、地
域
政
策
課
む
ら

づ
く
り
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

�

℡
88-

３
０
１
７
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転
任
・
退
任 

（　

）
内
は
新
任
校

○
東
小
学
校

　

栩
秋　

佳
典　

教
頭

�
            

（
下
諏
訪
中
）

　

日
向　

知
美�

（
軽
井
沢
中
部
小
）

　

塩
沢　

哲
平�

（
高
森
南
小
）

　

濱　

萌
乃�

（
富
士
見
小
）

　

渡
邉　

智
絵
子�

（
退　

職
）

○
西
小
学
校

　

髙
橋　

信　

校
長�

（
西
箕
輪
小
）

　

伊
藤　

克
彦�

（
退　

職
）

　

米
山　

陽
子�

（
美
篶
小
）

　

松
澤　

量
子�

（
退　

職
）

　

塩
澤　

和
夫�

（
退　

職
）

○
中
学
校

　

保
科　

公
幸　

教
頭

�

（
阿
智
第
三
小
）

　

水
野　

叶
夢�

（
山
辺
中
）

　

小
林　

大
夢�

（
東
部
中
）

　

松
浦　

三
枝�

（
赤
穂
小
）

　

大
場　

実�

（
退　

職
）

　

伴
野　

理
加�

（
東
部
中
）

　

下
平　

哲�

（
退　

職
）

着　
任 　
　
（　

）
内
は
前
任
校

○
東
小
学
校

　

福
田　

仁
志　

教
頭�（
穂
高
北
小
）

　

横
井　

桃
子�

（
富
草
小
）

　

高
木　

佐
知
代�

（
丸
山
小
）

　

池
谷　

遥�

（
上
松
小
）

転　
任　
　
　
　
（ 

）
は
新
任
地

　

村
上　

春
満�　
（
大
町
警
察
署
）

　

湯
村　

良
真�　
（
伊
那
警
察
署
）

着　
任　
　
　
　
（ 

）
は
前
任
地

　

竹
松　

俊
明�　
（
佐
久
警
察
署
）

　

早
川　

寿
輝�　
（
塩
尻
警
察
署
）

課
長
級　
　
　
　
　
（ 

）
は
前
職

住
民
税
務
課
長
兼
会
計
管
理
者

　

上
山　

公
丘�

（
教
育
次
長
）

保
健
福
祉
課
長
兼
子
育
て
支
援
係
長

　

小
林　

郁
子

�

（
住
民
税
務
課
長
兼
会
計
管
理
者
）

教
育
次
長

　

水
野　

恭
子

�（
保
健
福
祉
課
長
兼
片
桐
保
育
園
長
）

○
西
小
学
校

　

佐
久
間　

昌
彦　

校
長

�
            

（
美
麻
小
中
）

　

浜
辺　

法
子�

（
竜
丘
小
）

　

小
島　

汐
織�

（
根
羽
学
園
）

　

髙
橋　

豊�

（
新
規
採
用
）

○
中
学
校

　

小
山　

美
香
子　

教
頭�（
伊
那
中
）

　

井
出　

弘
太
郎�

（
鼎　

中
）

　

木
村　

望�

（
東
部
中
）

　

浦
野　

恵
美�
（
西
箕
輪
小
）

　

小
松　

省
吾�
（
新
規
採
用
）

　

松
村　

明
莉�

（
新
規
採
用
）

係
長
級

総
務
課
危
機
管
理
係
長

　

鈴
木　

千
夏
子�

（
会
計
係
長
）

地
域
政
策
課
土
地
政
策
係
長

　

小
林　

和
弥

�
        

（
交
流
セ
ン
タ
ー
係
長
）

地
域
政
策
課
Ｄ
Ｘ
推
進
係
長

　

下
平　

和
真�

（
税
務
係
長
）

住
民
税
務
課
税
務
係
長

　

村
田　

佳
洋

�
        

（
リ
ニ
ア
対
策
室
係
長
）

住
民
税
務
課
土
地
調
査
係
長

　

吉
川　

裕
之�

（
危
機
管
理
係
長
）

保
健
福
祉
課
福
祉
相
談
係
長

　

唐
澤　

岐
瑠�　
（
保
健
医
療
係
）

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係
長

　

川
﨑　

宏
樹�　
　
（
建
設
係
長
）

産
業
振
興
課
交
流
セ
ン
タ
ー
係
長

　

窪
田　

和
也�

（
Ｄ
Ｘ
推
進
係
長
）

建
設
環
境
課
建
設
係
長

　

片
桐　

開　

�

（
耕
地
林
務
係
長
）

建
設
環
境
課
水
道
係
長

　

林　

裕
紀　
　
　
　

�

（
水
道
係
）

建
設
環
境
課
リ
ニ
ア
対
策
室
係
長

　

長
尾　

友
太　
　

�

（
水
道
係
長
）

会
計
室
会
計
係
長

　

竹
澤　

淳　
�

（
土
地
調
査
係
長
）

保
健
福
祉
課
み
な
か
た
保
育
園
長

兼
片
桐
保
育
園
長

　

那
須
野　

佐
千
子

�
        

（
み
な
か
た
保
育
園
長
）

保
健
福
祉
課
み
な
か
た
保
育
園
副
園
長

兼
片
桐
保
育
園
副
園
長

　

太
田　

洋
平�

（
子
育
て
支
援
係
）

退
職
者

　

片
桐　

章
子

（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼

          �
  

子
育
て
支
援
係
長
）

団　

長　
　
　

山
口　

薫

副
団
長　
　
　

諏
訪　

正
樹

本
部
長　
　
　

鈴
木
千
夏
子

ラ
ッ
パ
長　
　

宮
﨑　

寛
章

救
護
長　
　
　

富
永　

良
謙

第
一
分
団

　

分
団
長　
　

伊
東　

信
司

　

副
分
団
長　

米
山　

延
孝

第
二
分
団

　

分
団
長　
　

松
下　

周
平

　

副
分
団
長　

桃
沢　

拓
也

令
和
８
年
度

中
川
村
消
防
団
幹
部

小
・
中
学
校

役
場
関
係

駐 

在 

所

　
　
　
令
和
８
年
度（
２
０
２
６
年
度
）新
体
制
ス
タ
ー
ト

村
内
公
共
機
関
の
人
事

村
内
公
共
機
関
の
人
事
（
敬
称
略
）　
　
　

係
員
な
ど

総
務
課
総
務
係

　

下
平　

綾
畝�　
（
社
会
教
育
係
）

総
務
課
財
政
係

　

北
島　

桂
秀�

（
む
ら
づ
く
り
係
）

地
域
政
策
課
土
地
政
策
係

　

田
中　

智
也�　
　
　
（
財
政
係
）

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

　

川
上　

優
稀�　
　
　
（
環
境
係
）

建
設
環
境
課
リ
ニ
ア
対
策
室

　

浦
上　

一
也�　
　
　
（
農
政
係
）

議
会
事
務
局

　

宮
崎　

華
穂�　
　
　
（
総
務
係
）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

宮
下　

な
を
ゑ�

（
議
会
事
務
局
）

派　
遣

派
遣
終
了
（
長
野
県
か
ら
派
遣
）

　

片
瀬　

雅
崇

（
地
域
政
策
課
長
補
佐
兼

�
              

土
地
政
策
係
長
）

新
規
採
用

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

　

佐
藤　

琴

産
業
振
興
課
農
政
係

　

菅
沼　

夢
翔

建
設
環
境
課
環
境
係

　

濱
﨑　

友
也

　

片
桐　

千
穂
美�（
福
祉
相
談
係
長
）

　

小
池　

泰
山�　
　
（
保
健
医
療
係
）

　

小
出　

彩�　
（
み
な
か
た
保
育
園
）

　

塚
原　

彩
乃�（
み
な
か
た
保
育
園
）

　

小
塩　

政
志

　
（
上
伊
那
広
域
消
防
本
部

�
      

伊
南
南
消
防
署
警
防
２
係
）
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山　
田　
正　
利

地域おこし協力隊活動記 vol.140vol.140 …それぞれの活動から…

難しい作業に四苦八苦しながらも、
最後は慣れた手つきで完成いただきました。

大鹿発電所の発電機と水車をつなぐ軸

民宿予定地裏の山林整備の様子

山田 正利
（隊員歴２年目）

 主な業務 
再生可能エネルギー
による創電事業

村　
田　
直　
子

村田 直子
（隊員歴１年目）

 主な業務 
空き家の調査、活用
で地域活性化

　

着
任
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
農
業
観
光
の

推
進
と
い
う
こ
と
で
一
年
間
活
動
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
農
業
体
験
の
入
口
に
な
る
よ
う
な
場
所

が
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

外
部
か
ら
来
た
人
が
中
川
村
ら
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
場
所
。
で
は
中
川
村
ら
し
さ
っ
て
な
ん
で

し
ょ
う
？

　

僕
は
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
時
間
と
そ
こ
で
暮
ら
す

人
々
の
生
活
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
昨

年
か
ら
南
陽
地
区
で
準
備
し
て
い
る
民
宿
で
す
が
、

農
業
や
日
々
の
生
活
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

関
わ
り
、
繋
が
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
ま
か
な
設
計
が
決
ま
り
、
今
は
細

か
な
設
計
を
詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
方
の
得
意
な
分
野
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
み
ん
な
で
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
業
務
も
こ
な
し
な
が
ら
村
内
を
回
っ
て

お
り
ま
す
の
で
見
か
け
た
際
は
お
気
軽
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
！

　

前
回
の
活
動
記
で
予
告
し
た
の
は
、
四
徳
発
電

所
か
ら
村
内
へ
の
電
力
供
給
。
詳
細
は
別
記
事
を

ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
記
者
会
見
の
前
日
に
大

鹿
村
で
行
わ
れ
た
県
企
業
局
の
実
証
試
験
を
見
学

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
多
く
の
場
合
、

発
電
所
で
作
ら
れ
た
電
気
は
、
そ
の
地
域
に
供
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
停
電
時
に
は
発
電
所
も
起
動
で
き

ず
、
せ
っ
か
く
発
電
所
が
あ
っ
て
も
、
普
段
も
非

常
時
も
、
そ
の
電
気
は
使
え
な
い
の
で
す
。

　

県
企
業
局
で
は
徐
々
に
改
修
を
進
め
、
停
電
時

で
も
起
動
で
き
る
発
電
所
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
周
辺
に
電
気
を
供
給

す
る
実
証
試
験
ま
で
行
い
ま
し
た
。
一
時
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
停
電
を
伴
う
大
規
模
な
も
の
で
周

到
な
準
備
の
結
果
無
事
成
功
し
ま
し
た
。

　

村
に
も
県
企
業
局
と
中
部
電
力
の
水
力
発
電
所

が
あ
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
四
徳
発
電
所
か
ら
日

常
的
に
村
内
に
供
給
さ
れ
る
体
制
が
整
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
努
力
と
ご
協
力
で
可
能
と

な
っ
た
こ
の
仕
組
み
、
実
は
す
ご
い
こ
と
な
ん
で

す
よ
。

　

３
月
に
旧
大
草
駐
在
所
で
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
村
の
大
工
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
と
笑
い
声
を
上

げ
な
が
ら
、
時
に
は
真
剣
に
向
き
合
う
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
２
日
か
け
て
立
派
な
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
日
だ
ま

り
の
中
、
デ
ッ
キ
に
座
る
と
ほ
か
ほ
か
と
心

と
身
体
が
温
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
空
き
家
や
住
ま
い
の
相
談
室

「
あ
き
て
ら
す
」
と
し
て
、
４
月
末
に
開
所

し
ま
す
。
４
月
18
日
（
土
）
に
は
、
完
成
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

ほ
っ
こ
り
し
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

松　
尾　
悠　
人

松尾 悠人
（隊員歴２年目）

 主な業務 
農業観光の推進
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　中川東小学校、中川西小学校では３月 17 日 ( 火 ) に、
中川中学校では３月 18 日 ( 水 ) に卒業証書授与式が
行われました。卒業生 96 人は友だちとのたくさんの
思い出と未来への期待を胸に、それぞれの学び舎を後
にしました。
　また、みなかた保育園・片桐保育園では３月 25 日
( 水 ) に卒園式が行われました。卒園した園児 38 人は、
入園当初とは見違えるほど成長した姿で、楽しかった
思い出を胸にそれぞれの保育園を巣立ちました。

たくさんの思い出を胸にたくさんの思い出を胸に

祝 卒園・卒業祝 卒園・卒業

むらのできごとむらのできごと

３月17日（火）中川東小学校（卒業生22人）３月17日（火）中川東小学校（卒業生22人）

３月25日（水）みなかた保育園（卒園児12人）３月25日（水）みなかた保育園（卒園児12人）

３月17日（火）中川西小学校（卒業生26人）３月17日（火）中川西小学校（卒業生26人）

３月18日（水）中川中学校（卒業生48人）３月18日（水）中川中学校（卒業生48人）

３月25日（水）片桐保育園（卒園児26人）３月25日（水）片桐保育園（卒園児26人）
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　みなかた保育園、片桐保育園で４月３日 ( 金 ) に
入園式が行われました。桜が咲き始める中、笑顔いっ
ぱいの園舎で新しい１年が始まりました。
　中川東小学校、中川西小学校では４月６日 ( 月 )
に入学式が行われました。真新しいカバンを背負っ
た新１年生。緊張の中にも期待に満ちたまなざしで、
それぞれの学校へ入学しました。
　同日には中川中学校でも入学式が行われ、希望と期
待に満ちた48人が中学生の仲間入りを果たしました。

新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい

おめでとうおめでとう
入園・入学入園・入学

４月６日（月）中川東小学校（入学生14人）４月６日（月）中川東小学校（入学生14人）

４月６日（月）中川中学校（入学生48人）４月６日（月）中川中学校（入学生48人）

４月３日（金）片桐保育園（入園児26人）４月３日（金）片桐保育園（入園児26人） ４月３日（金）みなかた保育園（入園児12人）４月３日（金）みなかた保育園（入園児12人）

４月６日（月）中川西小学校（入学生25人）４月６日（月）中川西小学校（入学生25人）
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法務省HP

戸籍に氏名の
振り仮名が
記載されます

記事ID:11621

　

令
和
８
年
４
月
分
か
ら
令
和
９
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
７
，９
２
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電

話
・
文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

　

村
に
本
籍
が
あ
る
方
へ
令
和
７
年

９
月
３
日
付
け
で
戸
籍
に
記
載
さ
れ

る
予
定
の
振
り
仮
名
の
通
知
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
通
知
さ
れ
た
振
り
仮
名
が
誤
っ
て

い
る
場
合
は
、届
出
が
必
要
で
す
。

▼
氏
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

　

原
則
、
戸
籍
の
筆
頭
者
が
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
戸
籍
の
筆
頭
者
が
、
す
で
に
除
籍

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
配
偶

者
が
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

　

本
人
が
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

未
成
年
者
の
場
合
は
、
親
権
者
が
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
15
歳
以
上
の

場
合
は
、
本
人
が
届
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
届
出
期
限

　

令
和
８
年
５
月
25
日
（
月
）
ま
で

　

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
令

和
７
年
度
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
令
和
８
年
度

も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
国
民

年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
は
が
き
形
式
に
な
っ

て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て

返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
令
和

８
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し
は
不
要
で
す
。

　

在
学
し
て
い
る
学
校
な
ど
に
変
更

が
あ
る
方
は
、
こ
の
は
が
き
で
申
請

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
伊
那
年
金
事

務
所
ま
た
は
住
民
税
務
課
住
民
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
「
つ
ど

い
の
広
場
バ
ン
ビ
ー
ニ
」
の
平
日
開

所
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
前

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
変
更
後

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

大
型
連
休
中
の
水
道
故
障
な
ど
の

依
頼
は
当
番
制
で
各
指
定
業
者
が
対

応
し
ま
す
。
次
の
当
番
点
に
直
接
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

　

令
和
８
年
５
月
13
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
で
す
。

▼
場
所

　

allla

（
ア
ル
ラ
）旧
伊
那
消
防
署
跡
地

（
伊
那
市
荒
井
３
４
２
８

-

７
）

▼
そ
の
ほ
か

　

相
談
さ
れ
る
方
は
、
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

羽
柴　

秀
美
さ
ん　
　

�（
中　
組
）

　
　
　
　
　
　
（
78
歳
）

　
　

田　

コ
チ
ャ
ウ
さ
ん�（
渡　
場
）

　
　
　
　
　
　
（
95
歳
）

　

宮
沢　

美
重
子
さ
ん　

�（
田　
島
）

　
　
　
　
　
　
（
99
歳
）

　

佐
々
木　

智
和
子
さ
ん�（
牧
ヶ
原
）

　
　
　
　
　
　
（
89
歳
）

　

石
見　

キ
ヨ
子
さ
ん　

�（
南　
原
）

　
　
　
　
　
　
（
93
歳
）

水
道
の
大
型
連
休当

番
事
業
者

建
設
環
境
課
水
道
係

℡
８８

－

３
０
５
１

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の

振
り
仮
名
が
通
知
さ
れ
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

℡
８８

－

３
０
１
８

つ
ど
い
の
広
場
バ
ン
ビ
ー
ニ
の

開
所
時
間
が
変
わ
り
ま
す

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

℡
８８

－

３
１
５
０

各
種
税
金
の
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部

℡
74

－

８
１
７
０

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

℡
８８

－

３
０
１
８

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

住
民
税
務
課
住
民
係

℡
８８

－

３
０
１
８

付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
伊
那
年
金
事
務
所
ま
た
は
住

民
税
務
課
住
民
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

水道の大型連休中の当番事業者
日付 当番事業者 電話番号

5月2日 (土) ㈲むかいや設備 ℡88-3600

5月3日 (日) ㈲村田工務店 ℡88-2398

5月4日 (月) 新井設備 ℡88-2420

5月5日 (火) 奥山  合同会社 ℡090-2728-4069

5月6日 (水) ㈲与根山建設 ℡88-2257



今月は みなかた保育園
「きりん組」のみんなです
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vol.vol.174174

vol.175

お知らせお知らせ  （バンビーニの５月の予定）

【利用時間】　月・火・木・金曜日：10：00～16：00
　　　　　　土・日曜日・祝日：10：30～15：30
【閉 所 日】　毎週水曜日

つどいの広場バンビーニつどいの広場バンビーニ      Tel･Fax 88-3201Tel･Fax 88-3201

※GW中5/2 ～ 5/5は10:30 ～ 15:30開所しています。
・出張子育て相談（こども家庭センターの職員が来ます）
   11日（月）	 10:00 ～ 11:30
・就業相談　予約制   ＊お子さん連れでも相談できます。
   11日（月）	 10:00 ～ 16:00
・奏の森に遊びに行こう！　予約制
   15日（金）	 10:20 ～　現地集合
　 ＊雨天・荒天の場合は22日（金）に延期します。
・乳幼児救急法講習会　予約制
   18日（月）	 10:15 ～ 11:15
　終了後、避難用シューターの滑り降り体験(雨天中止)
・作業療法士さんに聞いてみよう　予約もできます
   23日（土）	 11:00 ～ 13:00
   28日（木）	 10:30 ～ 12:30〈満井さんのおはなしもあります〉

※急きょ変更する場合もあるので、「バンビーニGoogleカレン
ダー」または「村LINE公式アカウント」でご確認ください。
◎バンビーニの利用登録は2月からデジタル化し、村LINE公
式アカウントからご自宅でも登録の申込みができます。

保育園最後の１年間、たくさん楽しいことを
見つけて、思いきり遊ぼうね！

　5 組 19 人が参加。今年度最後の「英語であ
そぼ！」でした。お父さんや保育園児の参加も
多く、絵本、歌、手遊びなど一緒に楽しい時間
が過ごせました。いつもお手伝いに来てくれてい
るボランティアの小学生とも遊べてお子さんたち
も喜んでいました。

3月 22日（日）お楽しみ会『英語であそぼ！』3月 22日（日）お楽しみ会『英語であそぼ！』

きりん組（年長）
男の子４人　女の子７人　計11人
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８
年
）

④

再生紙を使用
しております

中川村の人口中川村の人口 【４月1日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,539人（+7）	 2,182人（−1）	 2,357人（+8）	 1,719世帯（+4）

緊急情報等配信サービス
村・学校からのお知らせや
緊急情報等をメールで受け
取ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

LINEで情報を配信
村からのお知らせや緊急情
報等をLINEで受け取ること
ができます。

へ未来 なかがわ vol.91
― 高校生活はどうですか？
　自由が多く、とても楽しい充実した高校生活を送るこ
とができています。部活動との両立がとても大変です。
― 今頑張っていることはなんですか？
　野球部に入部し、公式戦で勝つために日々の練習に
力を入れて頑張っています。中学野球とは比べ物にな
らないくらいきつい練習が多いですが、自分の成長の
ためにこれからも頑張っていきたいです。
― 中川村の好きなところは何ですか？
　村民のみなさんがとても優しいことです。あいさつ
をしたら明るく返してくれる人が多くて、とても嬉し
いです。
　きれいなも景色がたくさんあるのも、好きなところ
です。
― 10年後どうなっていたいですか？
　まだ具体的には決まっていませんが、いい職場に就
き、たくさんお金を稼ぎ、幸せに暮らしたいと思って
います。
― 中川村の未来に一言お願いします！
　今の自然が残り続けて、子どもが増えて賑やかな村
になっていってほしいと思っています。

練習試合でのピッチング練習試合でのピッチング

クラスマッチで同学年の野球部とクラスマッチで同学年の野球部と
（前列右から４番目）（前列右から４番目）

名古屋港水族館で友だちと名古屋港水族館で友だちと
（一番左）（一番左）

公共機関等名 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

役場 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
※戸籍関係の届出（出生届・死亡届など）は、役場の日宿直で受け付けています。

文化センター 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
文化・体育施設利用 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
図書館 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
歴史民俗資料館 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
銀河ドーム 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7

福
祉
関
係

保育園 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
４月25日(土)、５月２日(土)は希望者のみ

児童クラブ 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
４月25日(土)、５月２日(土)は希望者のみ

つどいの広場バンビーニ 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
高齢者憩いの家(昼間利用) 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
地域活動支援センター 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7

医
療
機
関

南向診療所 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
片桐診療所 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
昭和伊南総合病院 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
下伊那赤十字病院 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7

巡回バス、チョイソコなかがわ
チョイソココールセンター
（乗車予約受付）

25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7

農業観光交流センター 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
お試しシェアオフィス 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
衛生センター (し尿) 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
伊南聖苑（火葬場） 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7

● 寺
てらさわ

澤 佑
ゆうせい

星 さん（下平）赤穂高等学校 ２年（16歳）

公共機関などの大型連休中カレンダー の日はお休みです
の日は午後お休みです



５月 ●行政相談� 総務課　℡88-3016
　〔日時〕５月27日（水） 午前９時～11時
　〔場所〕文化センター小会議室
● 子育て相談� こども家庭センター　℡88-3150
　〔日時〕平日	 午前８時30分～午後５時15分
　〔場所〕こども家庭センター
●結婚相談(要予約)
� 中川村結婚相談所　℡080-7073-1438
　〔日時〕平日	 午前９時～  午後５時
　５月12日（火）・26日（火）　 午後６時～８時
　〔場所〕文化センター
●介護相談� 地域包括支援センター　℡88-6177
　〔日時〕平日	 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●ケアラーズカフェ (要予約)
� 地域包括支援センター　℡88-6177
　〔場所〕Cafe Oak（カフェオーク）
●心の相談(要予約)� 保健センター　℡88-3002
　〔日時〕５月14日（木） 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談� 教育委員会　℡88-1005
　毎週水曜日〔場所〕文化センター
●健康相談� 保健センター　℡88-3002
　〔日時〕平日	 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター

相談あれこれ

●７・12か月児健診
　〔日時〕５月26日(火)　午前９時30分～
●２歳児育児相談・２歳６か月児育児相談（合同）
　〔日時〕５月21日(木)　午前９時30分～
●３歳児健診
　〔日時〕５月28日(木)　午後１時～

以上、会場はすべて葛島区民会館です

５月の保健衛生ごよみ

☆放送時間（１日６回）
６時30分〜　８時30分〜　12時30分〜　19時〜　21時〜　23時〜
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 0265－88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

デジタル活用支援として、スマートフォンの基本的な使い方を放送しています。

6日～ 13日～ 20日～ 27日～ 中川村のできごと
チャンネルなかがわ（11ch）５月の番組予定

24日（日） 午前10時～正午� 住民係  ℡ 88-3018
役場で写真を撮って、カードの申請やカードの受け取
りができます。ぜひご利用ください。

５月マイナンバーカード時間外申請受付・交付日

５月の当番医
3日(日) 駒ヶ根共立クリニック 駒ヶ根市 ℡82-5022
4日(月) よこやま耳鼻咽喉科医院 駒ヶ根市 ℡81-0185
5日(火) 中 谷 内 科 医 院 駒ヶ根市 ℡81-1377
6日(水) の どかクリニック 飯島町 ℡86-6705
10日(日) やまおか耳鼻咽喉科 駒ヶ根市 ℡82-4134
17日(日) まえやま内科胃腸科クリニック 駒ヶ根市 ℡82-8614
24日(日) 前澤外科内科クリニック 駒ヶ根市 ℡83-2151
31日(日) 秋 城 医 院 駒ヶ根市 ℡83-2805

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

税・料金の納期限
軽 自 動 車 税 令和８年分

６月１日(月)

保 育 料

５月分
村 営 住 宅 料

水 道 料

下 水 道 料

５月のごみ収集カレンダー
日 曜日 南向地区 片桐地区

1 金 可燃ごみ（赤）

2 土

3 日

4 月 可燃ごみ（赤）

5 火 可燃ごみ（赤）

6 水 資源プラ（紫）

7 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

8 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

9 土

10 日

11 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

12 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）

13 水 資源プラ（紫）、ペットボトル、充電式小型家電

14 木 可燃ごみ（赤）

15 金 可燃ごみ（赤）

16 土

17 日

18 月 可燃ごみ（赤）

19 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）

20 水 資源プラ（紫）

21 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

22 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

23 土 資源回収

24 日

25 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

26 火 可燃ごみ（赤）

27 水 資源プラ（紫）、ペットボトル、充電式小型家電

28 木 可燃ごみ（赤）

29 金 可燃ごみ（赤）

30 土

31 日


